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１.  はじめに 

乳幼児・妊産婦は災害時要援護者であるが、現状では、

乳幼児施設の耐震性や災害後の乳幼児関係者の連携や

支援体制等、防災上の様々な課題が存在している。災害

発生前にこれらの諸課題に対処し、かつ起こった時に機敏

に対応するためには、乳幼児関係者の災害状況イマジネ

ーション能力を高める事が不可欠である。そこで、筆者らは

これまで保育園等を対象として開発した災害状況イメージト

レーニングツール目黒巻 1）を用いたワークショップ(目黒巻

WS)を行ってきた。これらの実践からわかった重要な課題と

して、「災害未経験者にとっては災害状況をイメージするた

めの手助けが重要」、「乳幼児施設の防災力向上のために

は、行政・乳幼児保護者の防災対策への参加・協力が重

要」という二点が挙げられる。そこで本研究では、これらの

課題に取り組むため、行政（東京都）と共同して、妊産婦・

乳幼児向けの参照用災害状況ストーリー（地震を事例とし

て）を作り、成果物としてパンフレット 2）を完成させた。 

 

２.  目黒巻ＷＳの実践を通じて得られた課題 

目黒巻は、災害に備え､かつ起こった時に機敏に対応す

るために不可欠となる災害イマジネーションを高めるための

ツールである。目黒巻の記入者は、まず災害条件（種類・

規模等）や発災時の条件（季節、天候、時刻等）を決め、次

に発災時の自分の状況（どこで誰と何をしていたのか）を記

入する。そして災害発生後の状況・行動・心境をイメージし

ながら、自分を主人公とした物語を巻物状の記入用紙に自

由に書き綴っていく (図１)。目黒巻はイメージトレーニング

ツールとしての役割に加え、リスクコミュニケーションツール

としての役割も持っている。目黒巻ＷＳの参加者は、各自

が記入した目黒巻を並べて見せ合うことで、災害イメージを

共有し話し合う糸口を掴む。そして記入中に思い浮かんだ

疑問点や問題点を議論しながら防災対策の戦略をたて、

実際の防災対策に繋げていく (図２)。  

筆者らがこれまで保育園を中心に実施してきた目黒巻Ｗ

Ｓを通じて得られた重要な課題として、「目黒巻の記入者が

災害状況をなかなかイメージできない」ことが挙げられる。 

 

                              

 

災害の実体験や、防災について真剣に考えた経験がほ

とんどない多くの一般市民は、記入中に筆が止まってしま

ったり、誤ったイメージを書きがちである。そこで、目黒巻記

入者が災害時の状況を適切にイメージし、現状認識とそれ

に基づく対策の考案･実施を可能にする環境を整える必要

がある。 

本研究では、その環境整備を支援する一つの要素として、

過去の災害事例を活用した参照用災害状況ストーリーを作

成した。東京都を対象として選んだ理由は、多くの区市町

村を抱えた大都市であること、そして自他共に認める全国

の自治体のオピニオンリーダーであることから、内部・外部

双方向への波及効果が大きいと考えたからである。 

 

図１ 目黒巻用紙と記入の流れ 
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図２ 目黒巻活用による取り組むべき対策の把握 
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「ほかの妊産婦さんや乳幼児保護者に伝えたいこと」
（役立ったこと、困ったこと）

●回答者：新潟県中越地震
　被災者297名

回答者の自宅被災度

妊産婦：37名
乳幼児保護者(妊産婦でない)：260名
(母親：240名、父親：14名、
性別不明：6名)

 

図３ アンケート調査 

●「子供（５歳）から『生
きてればいいさ』と逆に励
まされた」

●「避難所である学校の教室で寝ていたけれど、子供がグズグズ言って、
周りの人に気を使い大変だった」

●「災害の精神的ストレスで母乳が止まって
しまったことがとてもショックだった。ミル
クのお湯に困った」

●「妊娠中で便秘だった
ため、避難所でトイレに
困った」

●「子供が生後1か月で、風呂がとて
も大変で、車の中でなべの湯で入れ
た。」

●「切迫早産で退院したばかりで、主人と一緒に食料を買って帰る途中で
した。スーパーの中で被災して、私はお腹を守る一身で過呼吸になってし
まいました。近くにいたおばさんが呼吸を整えるよう必死に助けてくれ、
正常になりました。」

○母親のこと

○子どものこと

図４ 被災経験者の生の声（アンケート自由記述より） 
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図５ ストーリーの設定と盛り込む内容 

 

図６ 参照用災害状況ストーリー 

３．参照用災害状況ストーリーとパンフレットの作成 

参照用災害状況ストーリーの材料として、新潟県中越地

震（2004）等の被災経験を持つ妊産婦・乳幼児保護者を対

象としたアンケート調査を分析し、内容を整理した。また東

京都の「子どもを守る災害対策検討会」で福祉・防災各分

野の知見を収集した。 

目黒巻の記入者にとって役立つのは、自分のイメージし

ようとしている災害状況と類似した他の人の災害状況やそ

の時の行動、その状況に陥った人の心境や教訓である。し

かし、アンケートの体験談および教訓をそのまま伝達する

のは読み手の負担になるだけでなく、災害や地域特性等

の違いを考慮した場合には適切ではない。そこで、アンケ

ートの体験談・教訓を各特性に応じてカテゴライズし、限ら

れた紙面上で盛り込むべき内容を考えた(図２・図３・図４・

図５)。これを基に作成した事前対策リストと事後の参照用

災害状況ストーリーに、構成・デザインを加え、成果物とし

て妊産婦・乳幼児保護者向けのパンフレットを完成させた。

このパンフレットは、ネットで自由にダウンロードできる他、

今後東京都の区市町村の母親学級等で配布される予定で

ある。今回は製作時間・伝達媒体の都合上、２パターンの

災害状況ストーリーの作成に止まったが、将来的には各人

が災害状況ストーリーを相互参照して、情報や意見を交換

しながらそれぞれの災害イマジネーションを高めあっていけ

る環境を整備したいと考えている。 

 

４．さいごに 

本研究では、目黒巻を活用した防災力向上サイクル確

立のための支援環境作りとして、行政と共同で妊産婦・乳

幼児保護者向けに、過去の災害事例や専門的知見に基づ

いた参照用災害状況ストーリーを作成しパンフレットとして

まとめた。今後はこれらの活用・検証と更なる事例収集・デ

ータベース化やその他の支援体制作りを行う予定である。 
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